
 

次世代育成支援対策推進法及び女性活躍推進法に基づく 

医療法人社団造山会まきび病院 行動計画 

 

職員がその能力を発揮し、仕事と生活の調和を図り働きやすい雇用環境整備を行うため、

次のように行動計画を策定する。 

 

１．計画期間  令和 8年１０月１日～ 令和１３年９月３０日までの  ５年間 

 

２．内容 

 

 

 

 

 

＜対策＞ 

 ● 令和 8 年１０月～ 職員本人または配偶者が妊娠・出産した際に対して育児・介護 

休業法に基づく育児休業や雇用保険法に基づく育児休業給付、 

労働基準法に基づく産前産後休暇などの個別説明を行う。 

 ● 令和 9 年 ４月～ 管理職員を中心に各部署における休業者の業務を円滑に代替で 

きる体制を検討し、必要な体制整備を行う。 

 

 

＜対策＞ 

 ● 令和 8年１０月～ 管理職を中心に時間外労働の原因を分析し、現状把握を行う。 

 ● 令和 9年 ４月～ 現状把握の結果に基づき、業務の効率化を推進する。 

● 令和９年１０月～ 時間外労働が多い部署や職員に対して業務内容の見直しを行う。 

 

 

＜対策＞ 

 ● 令和 8 年１０月～ 毎月、職員に対して取得状況、残り日数を周知し、取得日数が

5日に満たない職員に周知する。 

 ● 令和 9 年１０月～ 部署ごとの取得率を確認し、取得が進んでいない部署について 

取得促進策を検討する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

目標１：計画期間内に、育児休業の取得率を次の水準以上とする。 

男性職員・・・取得率５０％以上 

女性職員・・・女性社員全体と有期雇用の女性社員それぞれについて、 

取得率９０％以上 

目標２：全職員の計画期間内の時間外・休日労働時間を各月３時間減らす。 

 

目標３：年次有給休暇の取得率を６０％以上とする。 

 

 


